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Ⅰ　

漢
簡
概
説





一　

木
簡
の
発
見

⑴
木
簡
・
竹
簡

　

そ
こ
に
文
字
を
書
く
材
料
を
「
書
写
材
料
」
と
呼
ん
で
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
代
表
が
紙（paper

）な
の
だ
が
、
書
写
材
料

と
し
て
の
紙
は
、
蔡
倫
が
そ
の
製
紙
技
術
を
発
明
し
、
後
漢
元
興
元
年（
一
〇
五
）に
「
蔡
侯
紙
」
と
称
さ
れ
る
紙
を
朝
廷
に
献
上
し
た
こ

と
に
始
ま
る（（
（

。

　

紙
が
登
場
す
る
以
前
、
中
国
で
は
何
に
字
を
書
い
て
い
た
の
か
。
甲
骨
、
青
銅
器
、
石
、
布
な
ど
い
く
つ
か
の
材
料
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
限
定
さ
れ
た
特
別
な
内
容
を
記
す（
刻
す
る
）材
料
で
し
か
な
く
、
内
容
の
制
約
を
受
け
な
い
普
遍
的
な
書
写
材
料
は
、

「
簡か
ん

牘と
く

」
と
総
称
さ
れ
る
木
札
、
竹
札
で
あ
っ
た
。
木
と
竹
は
そ
れ
が
も
つ
特
質
に
あ
わ
せ
て
使
用
さ
れ
た
が
、
竹
は
生
息
地
が
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
竹
が
容
易
に
入
手
で
き
な
い
地
域
で
は
、
木
片
し
か
使
え
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
十
世
紀
の
初
め
、
簡
牘
が
発
見

さ
れ
た
地
域
は
、
竹
の
生
息
し
な
い
中
国
西
北
部
の
砂
漠
地
帯
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
木
札
つ
ま
り
木
簡
を
使
う
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
も

中
国
で
の
木
簡
の
発
見
に
続
い
て
日
本
、
朝
鮮
か
ら
も
文
字
が
記
さ
れ
た
木
札
が
出
現
し
た
と
い
う
状
況
か
ら
、「
木
簡
」
と
い
う
語
が

我
が
国
で
は
定
着
し
、
教
科
書
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

木
簡
や
竹
簡
が
い
つ
頃
か
ら
中
国
社
会
で
書
写
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
甲
骨
文
字
の
時
代
、
つ
ま
り
紀
元
前
一
五
〇
〇
年

前
後
の
殷
王
朝
で
は
、
甲
骨
の
ほ
か
に
木
や
竹
の
札
に
文
字
を
書
い
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
こ
と
が
ら
は
、
そ
の
時
代
の
文
字
が
何
の
た

3

1　木簡の発見



め
、
誰
に
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
簡
牘
に
何
を
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
り
、
殷
の
簡
牘
が
出
現
し
て

い
な
い
現
段
階
で
は
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。

　

現
在
、
考
古
発
掘
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
中
国
の
簡
牘
は
、
紀
元
前
三
〇
〇
～
二
〇
〇
年
、
つ
ま
り
戦
国
時
代
の
簡
牘
で
あ
り
、
も

っ
と
も
時
代
が
下
る
の
は
、
四
世
紀
初
め
の
東
晋
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
各
時
代
名
を
冠
し
て
、
戦
国
簡
、
秦
簡
、
漢
簡
、
三
国
呉
簡
、

晋
簡
と
簡
牘
を
取
り
扱
う
研
究
者
は
呼
ん
で
き
た
。
な
か
で
も
行
政
文
書
、
司
法
文
書
、
書
籍
、
暦
等
々
、
多
様
な
用
途
に
使
わ
れ
、
そ

の
使
用
が
国
家
の
政
治
制
度
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
完
成
度
を
も
っ
て
い
た
の
が
、
紀
元
前
二
〇
六
年
か
ら
紀

元
二
二
〇
年
に
お
よ
ぶ
四
百
年
間
の
漢
時
代
で
あ
っ
た
。
漢
代
は
ま
さ
に
簡
牘
の
時
代
と
言
え
、
漢
簡
は
漢
代
を
研
究
す
る
う
え
で
の
最

も
重
要
な
出
土
資
料
で
あ
り
、
漢
簡
な
く
し
て
の
漢
代
史
研
究
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

⑵
簡
牘
の
発
見

　

紙
が
登
場
し
て
、
や
が
て
書
写
材
料
の
中
心
と
な
る
に
従
っ
て
、
簡
牘
に
書
か
れ
て
い
た
内
容
は
、
紙
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
簡
牘
の
書
籍
は
、
紙
本
に
写
し
換
え
ら
れ
る
に
従
い
、
木
簡
、
竹
簡
は
地
上
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
。
中
国
社
会
で
は
い
つ
頃
ま
で
簡

牘
が
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
下
限
も
先
に
述
べ
た
簡
牘
使
用
の
上
限
と
同
じ
く
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
東
晋
以
降
、
隋
唐
時
代
ま
で
木
簡

は
書
写
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
隋
簡
、
唐
簡
が
出
土
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
木
簡
、
竹
簡
と

は
何
か
と
い
う
定
義
と
も
か
か
わ
り
、
木
片
、
木
材
に
文
字
を
書
く
行
為
は
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
と
も
言
え
る
の
だ
が
。

　

地
上
か
ら
姿
を
消
し
た
簡
牘
が
、
ふ
た
た
び
地
上
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
の
は
、
二
十
世
紀
の
初
め
で
あ
っ
た
。

　

最
初
に
発
見
さ
れ
た
簡
牘
は
、
晋
簡
で
あ
り
、
一
九
〇
一
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
で
あ
る
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン（A

urel Stein

）
4
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が
、
タ
リ
ム
盆
地
の
尼に

雅や

遺
跡
か
ら
木
簡
五
十
枚
を
発
見
し（（
（

、
そ
の
一
カ
月
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
探
検
家
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン

（Sven H
edin

）が
晋
簡
一
二
〇
余
枚
を
見
つ
け
出
し
た（（
（

。
ヘ
デ
ィ
ン
の
発
見
は
、
か
の
有
名
な
彷さ
ま
よ徨
え
る
湖
ロ
プ
・
ノ
ー
ル（Lop N

or

）

の
存
在
に
関
す
る
調
査
の
中
で
、
三
世
紀
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
の
楼
蘭
王
国
お
よ
び
西
晋
の
西
域
都
尉
府
の
廃
墟
に
遭
遇
し
、
そ
こ
か

ら
、
晋
の
木
簡
と
紙
文
書
が
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

漢
簡
の
発
見
は
、
そ
れ
よ
り
数
年
後
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
最
初
は
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
七
年
に
、
河
西
回
廊
疏そ

勒ろ
く

河が

流
域
に

東
西
に
点
在
す
る
漢
代
の
烽ほ
う

燧す
い（

見
張
り
台
）遺
址
か
ら
七
〇
〇
余
枚
の
木
簡
を
、
次
い
で
一
九
一
三
～
一
六
年
に
か
け
て
同
じ
敦
煌
一
帯

の
漢
代
遺
跡
か
ら
二
〇
〇
余
枚
、
合
計
九
〇
〇
余
の
木
簡
が
見
つ
か
っ
た（（
（

。
一
般
的
に
そ
れ
ら
を
「
敦
煌
漢
簡
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

そ
し
て
一
九
三
〇
年
、
数
に
し
て
敦
煌
漢
簡
の
十
倍
に
も
の
ぼ
る
漢
簡
が
発
見
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
居
延
漢
簡
」
で
あ
り
、
一
九
二

七
年
五
月
か
ら
一
九
三
五
年
四
月
ま
で
八
年
に
お
よ
ぶ
中
国
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
合
同
学
術
研
究
「
西
北
科
学
考
査
団
」（T

he Sino-

Sw
edish Expedition

）が
現
在
の
内
蒙
古
自
治
区
と
甘
粛
省
に
ま
た
が
る
エ
チ
ナ
川（Etsin Gol

）下
流
域
の
漢
代
烽
燧
遺
址
か
ら
一
万

余
の
漢
代
木
簡
を
発
見
し
た
の
で
あ
る（（
（

。

　

西
北
科
学
考
査
団
は
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
が
隊
長
で
あ
っ
た
が
、
漢
簡
の
発
見
は
お
も
に
考
古
文
物
の
担
当
で
あ
っ
た
フ
ォ
ル
ケ
・

ベ
リ
イ
マ
ン（Folke Bergm

an

）に
か
か
る
。
時
に
一
九
三
〇
年
四
月
二
十
七
日
、
場
所
は
ボ
ロ
・
ツ
ォ
ン
チ（Boro-tsonch

）、
こ
こ

は
漢
代
の
軍
事
基
地

井

さ
ん
じ
っ
せ
い

候
官（
西
北
科
学
考
査
団
遺
址
番
号P9
）が
お
か
れ
た
地
で
あ
っ
た
。

─
こ
の
方
形
の
遺
跡
を
計
測
し
て
い
る
と
き
に
、
私
は
ペ
ン
を
落
と
し
た
。
か
が
ん
で
そ
れ
を
拾
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ペ
ン
の

す
ぐ
側
に
か
な
り
保
存
度
の
よ
い
漢
の
銅
銭（
五
銖
銭
）を
発
見
し
た
。
注
意
し
て
あ
た
り
を
見
回
す
と
、
や
が
て
青
銅
の
鏃
と
銅
銭

を
見
つ
け
た
。
…
…
翌
日（
二
十
七
日
）本
格
的
に
発
掘
を
開
始
し
、
時
を
お
か
ず
に
細
い
木
片（slat

）、

─
そ
の
形
は
、
楼
蘭
出

5
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土
の
ヘ
デ
ィ
ン
発
見
の
木
の
文
書
を
想
起
さ
せ
、
そ
れ
ら
は
、
か
つ
て
ス
タ
イ
ン
も
甘
粛
、
新
疆
で
数
多
く
発
見
し
た
も
の
で
も
あ

る
。
私
は
木
片
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
目
を
凝
ら
し
て
見
つ
け
る
よ
う
に
伝
え
、
言
い
終
わ
る
か
終
わ
ら
な
い
か
の
内
に
、

私
自
身
が
墨
で
か
か
れ
た
漢
字
が
か
す
か
に
認
め
ら
れ
る
木
片
を
発
見
し
た
の
で
あ
る（（
（

。

　

ベ
リ
イ
マ
ン
は
そ
の
報
告
書
の
中
で
木
簡
発
見
を
か
く
伝
え
る
。
彼
が
最
初
に
見
つ
け
た
木
簡
は
無
文
字
簡
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か

し
考
古
学
者
と
し
て
の
彼
の
学
識
が
、
単
な
る
木
片
で
は
な
く
、
そ
れ
が
楼
蘭
簡
、
敦
煌
簡
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
断
し
、
そ

の
判
断
が
万
に
お
よ
ぶ
居
延
漢
簡
の
発
見
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ボ
ロ
・
ツ
ォ
ン
チ
で
発
見
し
た
簡
は
約
三
六
〇
枚
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
以
後
の
探
検
調
査
で
ム
・
ド
ル
ベ
ル
ジ
ン（M

u-durbeljin

破

城
子
、
遺
址
番
号A

8

）か
ら
約
四
〇
〇
〇
枚
、
ウ
ラ
ン
・
ド
ル
ベ
ル
ジ
ン（U

lan-durbeljin

地
湾
、
遺
址
番
号A

33

）か
ら
約
二
〇
〇
〇

枚
、
タ
ラ
リ
ン
ジ
ン
・
ド
ル
ベ
ル
ジ
ン（T

aralingin-durbeljin

大
湾
、
遺
址
番
号A

35

）か
ら
一
五
〇
〇
枚
が
出
土
し
、
合
計
二
十
カ

所
の
漢
代
遺
址
か
ら
約
一
万
枚
の
漢
簡
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る（（
（

（
地
図
1
）。

　

漢
簡
の
出
土
は
、
日
中
戦
争
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
三
〇
年
で
い
っ
た
ん
中
断
す
る
。
ほ
ぼ
半
世
紀
に

わ
た
る
空
白
の
時
期
を
経
て
、
辺
境
一
帯
の
漢
代
遺
跡
に
新
た
に
本
格
的
な
考
古
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
六
年
に
か
け
て
、
甘
粛
省
博
物
館
、
甘
粛
居
延
考
古
隊
が
エ
チ
ナ
川
流
域
の
漢
代
遺
跡
を
調
査
し
、
一
九
七

三
、
七
四
年
に
、
先
の
ベ
リ
イ
マ
ン
に
よ
る
遺
址
番
号
の〈A

8

〉（
破
城
子
）、〈A

32
〉お
よ
び〈P1

〉の
三
カ
所
を
選
択
し
て
発
掘
し
た
。

そ
の
結
果
、〈A

8

〉か
ら
六
八
六
五
枚
お
よ
び
未
編
号
の
簡
約
一
〇
〇
〇
枚
、〈A

32
〉か
ら
は
一
万
一
五
七
七
枚
、
そ
し
て
三
〇
年
代
の

6
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（Taralingin-durbeljin）

地図 1：エチナ川流域烽燧
冨谷至『木簡・竹簡の語る中国古代』（岩波書店，2003 年）所収の図を修正



発
掘
で
は
一
枚
し
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た〈P1

〉か
ら
は
、
一
九
五
枚
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
カ
所
の
遺
址

か
ら
約
二
万
枚
の
漢
簡
が
出
土
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
新
出
の
簡
を
「
新
居
延
漢
簡
」
と
我
々
は
呼
ん
で
い
る（（
（

。

　

さ
ら
に
、
付
け
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
エ
チ
ナ
川
流
域
出
土
の
漢
簡
が
あ
る
。
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
五
年
間
、
内
蒙
古
自
治

区
文
物
考
古
研
究
所
が
阿ア
ル
シ
ャ
ー
メ
イ

拉
善
盟
博
物
館
、
額エ

チ

ナ
済
納
旗き

文
物
所
と
エ
チ
ナ
川
下
流
域
の
共
同
学
術
調
査
を
お
こ
な
っ
た
結
果
得
ら
れ
た
五

〇
〇
余
枚
の
漢
簡
で
あ
る（（
（

。
調
査
の
遺
址
は
、
破
城
子（
西
北
科
学
考
査
団
遺
址
番
号A

8

）付
近
の
八
カ
所
の
漢
代
烽
燧（
第
七
燧〈T

14

〉、

第
九
燧〈T

13

〉、
第
十
一
燧〈T

12

〉、
第
十
二
燧〈A

6

〉、
第
十
四
燧〈T

10

〉、
第
十
六
燧〈T

9

〉、
第
十
七
燧〈T

8

〉、
第
十
八
燧（（（
（

〈T
7

〉）お

よ
び
察さ
つ

干か
ん

川せ
ん

吉き
つ（
西
北
科
学
考
査
団
遺
址
番
号T

116

）で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
十
六
燧
と
察
干

川
吉
の
二
つ
の
遺
址
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
五
〇
〇
余
枚
の
木
簡
は
、「
額
済
納
漢
簡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
現
段
階
で
エ
チ
ナ
川
流
域
か
ら
ま
と
ま
っ
た
数
が
出
土
し
た
木
簡
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
敦
煌
疏
勒
河
流
域
か
ら
の
近
年
の

出
土
も
述
べ
て
お
こ
う
。

　

一
つ
は
、「
敦
煌
馬
圏
湾
出
土
簡
」
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
が
敦
煌
市
西
北
九
五
キ
ロ
の
漢
代
烽
燧
遺
址

を
調
査
し
て
、
王

期
を
中
心
と
し
た
漢
簡
一
二
二
一
片
を
発
見
し
た
。
こ
の
遺
址
は
、
か
つ
て
ス
タ
イ
ン
が
調
査
し
た〈T

11

〉と

〈T
12a

〉の
中
間
に
位
置
し
、
ス
タ
イ
ン
の
調
査
で
は
見
落
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
遺
址
は
新
た
に〈D

21

〉の
編
号
が
与
え

ら
れ
て
い
る（（（
（

。

　

別
に
、
一
九
七
七
年
に
は
、
玉
門
花
海
か
ら
九
十
一
枚
、
一
九
八
一
年
に
は
、
敦
煌
酥そ

油ゆ

土ど

か
ら
七
十
余
枚
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九

八
八
年
に
か
け
て
、
敦
煌
後
坑（
ス
タ
イ
ン
編
号T

11

、
甘
粛
省
編
号D

20

）か
ら
十
七
枚
、
馬
圏
湾〈D

21

〉か
ら
四
枚
、
小
方
盤
城〈T

14, 

D
26

〉か
ら
二
枚
、
臭し
ゅ

墩う
と

子ん
し〈T

230, D
62

〉か
ら
二
枚
、
小
方
盤
城
南
第
一
烽
燧〈D

. N
1

〉か
ら
五
枚
、
同
第
二
烽
燧〈D

. N
2

〉か
ら
十
二
枚
、

8
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塩え
ん

池ち

湾わ
ん〈T

120, D
22

〉か
ら
十
一
枚
、
小し
ょ

月う
げ

牙つ
が

湖こ

東と
う

墩と
ん〈T

239, D
54

〉か
ら
十
九
枚
、
大だ
い

坡は

墩と
ん〈T

3, D
14

〉か
ら
一
枚
と
、
少
数
の
簡
が
数

カ
所
の
遺
址
か
ら
発
見
さ
れ
た
が（（（
（

、
敦
煌
一
帯
か
ら
出
土
し
た
漢
簡
と
し
て
、
そ
の
数
お
よ
び
内
容
の
う
え
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、

一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か
け
て
発
見
さ
れ
た
「
懸
泉
置
出
土
簡
」
で
あ
っ
た
。

　

懸
泉
置
と
は
、
敦
煌
市
の
西
六
四
キ
ロ
、
河
西
回
廊
、
安
敦
自
動
車
路
に
そ
っ
た
郵
亭
施
設
の
遺
址
で
あ
り
、
漢
か
ら
唐
に
か
け
て
こ

こ
に
郵
亭（
置
、
駅
、
郵
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）が
置
か
れ
て
い
た
。

　

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
が
二
年
余
の
時
間
を
か
け
て
、
五
段
階
に
わ
け
て
一
帯
を
発
掘
し
た
結
果
、
二
万
三
〇
〇
〇
枚
の
漢
簡
が
発

掘
さ
れ
た
の
で
あ
る（（（
（

。
こ
れ
ま
で
の
辺
境
の
漢
代
遺
址
が
烽
燧
つ
ま
り
軍
事
基
地
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
懸
泉
は
郵
書
伝
達
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
い
っ
た
非
軍
事
行
政
機
関
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
見
つ
か
っ
た
簡
の
分
量
が
、
万
を
数
え
る
こ
と
か
ら
、
懸
泉
出
土
の
漢
簡
は
、

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
現
段
階
で
は
一
部
の
図
版
と
釈
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る（（（
（

。

　

以
上
が
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て
、
中
国
西
北
辺
境
か
ら
出
土
し
た
簡
牘
の
概
要
で
あ
る
。
本
書
の
姉
妹
編
と
も
い
え
る
『
漢
簡
語
彙 

中
国
古
代
木
簡
辞
典
』
は
、
こ
の
う
ち
数
の
上
で
も
っ
と
も
多
く
、
ま
た
図
版
が
公
開
さ
れ
て
い
る
居
延
漢
簡（
一
九
三
〇
年
発
見
の
居
延

旧
簡
お
よ
び
一
九
七
〇
年
代
発
見
の
居
延
新
簡
）の
語
彙
を
主
と
し
て
、
敦
煌
出
土
の
簡
も
漢
簡
用
例
と
し
て
総
数
約
七
千
語
を
と
り
あ

げ
た
も
の
で
あ
る
。
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二　

漢
簡
研
究
の
軌
跡

　

簡
牘
が
発
見
さ
れ
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
一
世
紀
を
経
た
。
簡
牘
の
研
究
は
、
全
く
の
新
し
い
歴
史
資
料
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

百
年
と
い
う
歳
月
は
、
研
究
の
進
展
が
必
要
と
す
る
時
間
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
短
い
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず
之
、
こ
の
百

年
の
う
ち
に
は
、
世
界
大
戦
、
新
中
国
の
成
立
が
は
さ
ま
り
、
簡
牘
研
究
は
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
被
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
、

驚
く
べ
き
成
熟
度
を
有
し
て
い
る
、
そ
れ
は
す
ぐ
れ
た
先
学
が
、
紆
余
曲
折
を
経
る
こ
と
な
く
完
成
に
む
か
っ
て
着
実
に
歩
ん
で
い
っ
た

お
か
げ
で
あ
り
、
先
達
の
卓
抜
し
た
見
識
と
、
不
撓
の
努
力
が
な
け
れ
ば
、
簡
牘
研
究
は
い
ま
だ
出
口
の
見
え
な
い
隧
道
の
中
を
彷
徨
っ

て
い
た
こ
と
、
確
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
居
延
漢
簡
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
不
幸
な
歴
史
と
研
究
の
障
害
が
あ
っ
た
。

　

ベ
リ
イ
マ
ン
の
発
見
に
か
か
る
一
万
点
の
木
簡
は
、
北
京
に
運
ば
れ
、
馬ば

衡こ
う

、
向し
ょ

達う
た
つ、

賀が
し

昌ょ
う

群ぐ
ん

、
余よ

遜そ
ん

、
そ
し
て
労ろ
う

榦か
ん

と
い
っ
た
研
究

者
が
写
真
撮
影
を
お
こ
な
い
、
整
理
・
考
査
を
す
す
め
、
釈
文
の
校
本
が
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
お
り
し
も
起
こ
っ
た
日
中
戦
争
に
よ

っ
て
、
校
本
は
亡
失
、
木
簡
は
何
と
か
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
上
海
で
影
印
し
た
が
、
一
九
三
七
年
に
な
っ
て
戦
火
に
よ
り
、
写
真
図
版

が
消
失
し
て
し
ま
う
。
木
簡
は
香
港
に
運
ば
れ
、
商
務
印
書
館
で
コ
ロ
タ
イ
プ
が
作
成
さ
れ
て
印
刷
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
香
港

が
陥
落
し
て
、
そ
の
計
画
は
反
古
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
お
、
後
に
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
馬
衡
が
保
管
し
て
い
た
一
二
四
枚
の

写
真
を
含
む
コ
ロ
タ
イ
プ
版
一
四
二
枚（
馬
衡
所
蔵
の
三
十
一
枚
は
、
コ
ロ
タ
イ
プ
版
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）が
北
京
考
古
研
究
所
に
は

残
っ
て
い
た（（（
（

。

　

労
榦
は
、
か
ろ
う
じ
て
わ
ず
か
に
残
っ
た
写
真
原
稿
を
も
と
に
、
避
難
先
の
四
川
南
渓
で
、
な
ん
と
か
釈
読
、
整
理
、
研
究
を
つ
づ
け
、
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